
 

 保育士は、保育園でのお母さん。 

ひとりひとりの子どもにゆったり 

関わることで愛着も湧き、子どものことが 

よりわかってきます。 

 日課を崩さないように生活することで、子どもたちは一日の生活に見通しをもち「今日は、 

あの時間にあの遊びをしよう！！」と主体的に遊ぶようになります。保育士はその様子を見守り、 

次の発展に向けて何を用意しておこうか・・・と環境を整えていくのが仕事です！！ 

３，４，５歳児は、自分で食べる 

量を担任や調理職員に伝え、 

注ぎ分けをしてもらいます。 

「ズボンはこうね」 

保育士は一人ひとりに丁寧に言葉を届けます。 

「靴履くの手伝うよ！」 

異年齢での関りを積み重ねていくことで、 

思いやりの心が育まれていきます。 

異年齢のペアでお散歩。お兄ちゃん、 

お姉ちゃんは小さい子を守ってくれます。 

０，１，２歳児は、一人ひとりのリズムに 

合わせて少人数で順番に食べます。 

担当保育士が丁寧に食事を見守ります。 

『焼き芋やさんだよ！いらっしゃい』 

おもいきり身体を動かす運動遊び 

『積み木で世界の塔を作ろう！』 

広島和光園保育所 
子どもの「 」を大切に 

子どもたちの未来を見据え、一人ひとりの 

「今」しかできない“育み”を大切にします 

『お芋の収穫！』 

園の中庭で、やきいもをしました！！ 

食育活動 

楽しいランチタイム 

３，４，５歳児 

異年齢保育 
～多様な仲間の中で育ち合う～ 

育児担当保育 
０，１，２歳児 

「大好きだよ！」 

～愛着関係から生まれる 

   安心感と自己肯定感～ 

  おいしく食べよう！ 
いっぱい体を動かして 

すこやかな心と体の育ち 


